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地方における人口減少に歯止めをかけるための移

住・定住を効果的に促進する観点から、東北６県にお

ける市町村の移住・定住対策の実態を調査しました。

この結果、市町村において実施している取組の中で、

移住者数の増加等効果を上げていると考えられるものが

みられたことから、事例集として取りまとめたものです。

市町村における移住・定住に係る取組の更なる推進

の一助となれば幸いです。

総務省東北管区行政評価局



し りたい情報を十分に

移住希望者は、住まい、仕事、
子育て環境等様々な情報を求
めているため、的確な情報提供
が必要です。

あ いしょう（相性）

どうかな、実際に確認

移住者が移住に失敗しない
よう、移住体験、先輩移住者
との交流等、移住の具体的な
イメージをつかめるような仕組み
が必要です。

わ れっと（Wallet）の

心配少なく移住

引っ越し費用等、移住には金
銭的な負担を伴うため、この負担
を軽減するような取組があると、
移住を決めやすくなります。

せ わやく（世話役）さんと

仲良く末永く

移住後も様々な悩みを抱える
こともあるため、地域になじめるよ
う、定住に向けて移住後のアフ
ターフォローが重要です。

しあわせな移住

「しあわせな移住」事例分類

市町村が行っている移住・定住の取組事例を「しあわせな移住」として、以下の
４つに分類しています。
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あ いしょう（相性）どうかな、実際に確認
【地域の産業をいかした移住希望者向け研修・体験（事例2－①～③）】
① 漁業権の付与を視野に、定住して漁業に従事する者を募集（青森県佐井村） 15
② 地域の伝統工芸「からむし織」体験生事業等を

きっかけとして移住・定住を促進 （福島県昭和村） 16
③ 専業で自立可能な特産品「カスミソウ」栽培の就農体験をきっかけとして

新規就農移住者となる取組 （福島県昭和村） 17
【移住希望者のニーズに沿った体験・関係者のマッチング（事例2－④・⑤）】
④ 一人一人に合わせたオーダーメイドの移住体験ツアーの企画・同行（秋田県鹿角市） 18
⑤ UIJターンコーディネーターが求職者と求人企業をマッチング（山形県酒田市） 19
【移住希望者のターゲットを絞った取組（事例2－⑥・⑦）】
⑥ 地元就職希望者を対象とするセミナーを東京都で開催（山形県鶴岡市） 20
⑦ 廃校舎を活用した国際芸術村と

お試し移住住宅により移住を促進（福島県西会津町） 21

し りたい情報を十分に

【専担職員が移住希望者ニーズに沿った情報をワンストップで提供（事例１－①～⑤）】
① 移住支援相談員による利用者目線の発想を

取り入れた移住希望者支援（岩手県花巻市） 6
② 東京都内での移住専門相談員（秋田県出身）による

情報発信・移住相談・就職支援（秋田県秋田市） 7
③ 移住コーディネーターによる移住希望者への

各種情報発信とワンストップの移住相談対応（山形県鶴岡市） 8
④ 移住・定住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）による移住希望者への

各種情報発信とワンストップの移住相談対応（福島県会津美里町） 9
⑤ 移住・定住コンシェルジュによる空き家バンク登録の促進と

移住希望者等に分かりやすい物件情報の提供（福島県会津美里町） 10
【専担組織が移住希望者ニーズに沿った情報をワンストップで提供（事例１－⑥～⑨）】
⑥ 復興支援を担ってきたUIターン者が運営する

NPO法人との連携による移住・定住施策（岩手県陸前高田市） 11
⑦ 移住支援センターによる移住前後にわたって

移住希望者や移住者に対する親身な対応（宮城県大崎市） 12
⑧ 移住・定住支援センターによるワンストップの窓口を設け移住促進（宮城県七ヶ宿町） 13
⑨ 市移住担当課が様々なニーズに応える

ワンストップの移住希望者支援（秋田県由利本荘市） 14

目 次
事例１
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事例2



せ わやく（世話役）さんと仲良く末永く

【移住者の定住を支える集落支援員の取組（事例4－①）】
① 移住者の定住を支える集落支援員のアフターフォロー（山形県遊佐町） 27

わ れっとの心配少なく移住

【住宅関連費用の助成等（事例3－①～⑤）】
① 40歳以下の若者家族世帯の支援に特化した

住宅購入及びリフォーム費用の補助（宮城県大崎市） 22
② 県外に住む子育て世帯の移住を促進する

住宅購入費用等の負担軽減（秋田県秋田市） 23
③ 定住人口と小中学校児童生徒の増加を目指し

地域担い手づくり支援住宅整備事業を推進（宮城県七ヶ宿町） 24
④ 住宅リフォーム支援事業の移住世帯への特別優遇による

住宅費用負担軽減（山形県鶴岡市） 25
⑤ 町が借上げ・リフォームした空き家を移住者へ貸出し（山形県遊佐町） 26

目 次

市町村プロフィール 30

資料編 44

事例4
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事例3

参考事例

【関係人口の創出の取組（事例5－①・②）】
① 後継者不足に悩むブドウ農家へのボランティア派遣等を通じた

関係人口の創出（岩手県花巻市） 28
② 関係人口を「家族」と捉えた「鹿角家」による地域とのかかわりづくり（秋田県鹿角市） 29

事例5
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移住支援相談員が対応した
移住支援策を利用した移住者数の推移

○ 組織：定住推進課 定住推進係
○ 担当：移住支援相談員（地元出身者、非常勤嘱託職員）１名（平成27年度～）

※ 令和2年度からは、会計年度任用職員

移住希望者と施策担当課との橋渡し役を務める。

○ 空き家バンクへ物件を登録する前に、移住支援相談員が全物件を内装まで現地調査
→ 家族構成等、移住者の事情に合わせた物件の紹介が可能（資料編P49参照）

移住者への支援制度等（空き家バンク、奨励金の交付範囲等）について、移住支援相談員による
利用者目線の意見を反映
○ 空き家バンク内に、物件の絞り込み検索機能を追加（平成29年度改修作業、平成30年度

新構成での運用開始）（資料編P48参照）
○ 市の所有するタブレット端末において、登録物件の位置情報が、GoogleMap上で分かる

システムを利用。空き家バンク利用登録者への相談対応の際に活用（平成29年4月～）
○ 従前居住地との生活環境の違いを考慮して、除雪道具も交付対象

1,121万円（平成27年度～令和元年度）

6

移住支援相談員による利用者目線の発想を取り入れた移住希望者支援

し りたい情報を十分に

移住支援相談員から空き家バンクを通して、良好な物件を御紹介していただいた。（60代。男性。
単身）

取組の概要

移住者コメント

取組の成果

事例１－①（岩手県花巻市）

⑴ 組織体制

⑵ 移住相談対応

⑶ 空き家バンク業務

⑷ 制度への意見反映

⑸ 事業費

単位：人

移住支援策利用移住者数が増加

単位：人
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(参考) 空き家バンク利用移住者数の推移
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東京都内での移住専門相談員（秋田県出身）による情報発信・移住相談・就職支援

○ 知人から移住の専門相談員の存在を知り、電話したところ親身になって対応してくれた。履歴書の書
き方や私に合った就業先を私の意向を最優先に探してあっせんしてくれ、移住を決めた。（30代。女
性。世帯）

○ 専門相談員の対応が他の市の窓口担当に比べて懇切丁寧だったため移住を決めた。（20代。女性。
単身）

事例１－②（秋田県秋田市）

市の支援を受けた移住者数及び移住相談件数が増加

⑵ 情報発信
① フェイスブック･ツイッター （平成28年４月～） ⇨ 移住に関するイベント情報等発信
② 各種フェアに出展（資料編P50参照）
○ Aターン就職フェア（秋田県・秋田労働局・（公財）秋田ふるさと定住機構主催）
○ JOIN移住・交流＆地域おこしフェア（JOIN主催）

○ ふるさと回帰フェア・東北ＵＩターン大相談会（ふるさと回帰支援センター主催）

○ 秋田市暮らしセミナー(市独自、平成29年度～、年3回）等
③ 都内の大学を訪問し広報

⑶ 移住相談

⑷ 無料職業紹介所
○ 場所：移住相談センター（平成29年12月～）・秋田市移住相談八重洲センター
○ 内容：業界・企業研究、求人情報検索、マッチング、履歴書の添削、模擬面接の実

施等により就職活動をサポート
⑸ 事業費

754万円（平成30年度）

○ 組織：移住相談センター（東京都千代田区、秋田市東京事務所内）(平成28年4月～）
秋田市移住相談八重洲センター（東京都中央区）(令和元年5月～）

○ 担当：移住専門相談員(非常勤嘱託職員、秋田県出身）2名
（平成29年度1名、令和元年度1名） ※ 令和2年度からは、会計年度任用職員

⑴ 組織体制 都内に２か所設置しているのは、県内で秋田市のみ

移住・就職希望登録 面談、メール、電話に
よる相談

移住に当たっての課題に対す
る対策を検討し、アドバイス
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秋田市移住・就職希望登録者数と
市の支援を受けた移住者数の推移

移住者数 秋田市移住・就職希望登録者数

単位：人

相談：852件
紹介状交付：121件
成約：41件
（平成29年度～令和元年度）

（資料編P51参照）

し りたい情報を十分に

取組の概要

取組の成果

移住者コメント

出展：39回
移住相談：554件
（平成29年度～

令和元年度）
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2,383
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5,000
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移住専門相談員が受け付けた
移住相談件数の推移 単位：件
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移住コーディネーターによる移住希望者への各種情報発信とワンストップの移住相談対応

○ 移住に際し、住居・仕事・各種助成金などの存在を知ることができた。（40代。男性。世帯）
○ 子育てするなら、田舎で広々とした家で生活することを考えており、移住コーディネーターが中古物

件探しにも協力してくれ、不動産業者も紹介してくれました。色々と細かな相談事にも対応してく
れて助かりました。（40代。女性。世帯）

8

事例１－③（山形県鶴岡市）

移住コーディネーターが対応した移住者数・移住世帯数及び移住相談件数が増加傾向

⑴ 組織体制
○ 組織：地域振興課
○ 担当：移住コーディネーター（非常勤嘱託職員）1名（平成27年4月～）

※ 令和2年度からは、会計年度任用職員

⑵ 情報発信
① 移住定住促進サイト「前略 鶴岡に住みマス。」及びフェイスブック（平成27年3月～）

鶴岡で住む・暮らす・働く・育てるに役立つ各種情報、移住者インタビュー、イベント情報、移住ガイドブッ
ク等を掲載（資料編P54参照）

② 広報資料（資料編P58参照）
○ 移住・定住促進のためのリーフレット（平成26年7月以降、毎年度、6,000部作成）

各種支援策、移住者の声等を掲載
○ 移住ガイドブック（平成26年9月、5,000部作成）

市の概要、ライフイベント別の移住のタイミング（チェックリスト）、市内5地域ごとの暮らしの提案、移
住者の声などを掲載

③ 各種フェアに出展
○ ふるさと回帰フェア（ふるさと回帰支援センター主催）
○ 東北UIターン大相談会（ふるさと回帰支援センター主催）
○ 新・農業人フェア（リクルートジョブズ主催)
○ JOIN移住・交流＆地域おこしフェア（JOIN主催）等

出展：42回
移住相談：295件
（平成27年度～令和元年度）

⑶ 移住相談
関係各課・関係機関と調整し、ワンストップでUIターン希望者の相談に対応
⑷ 事業費
1,245万円（平成27年度～令和元年度（人件費のみ））

し りたい情報を十分に

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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移住・定住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）による
移住希望者への各種情報発信とワンストップの移住相談対応
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移住・定住コンシェルジュが対応した
移住者数の推移

単位：人

○ 希望の空き家を取得したが、コンシュルジュへの事前相談と現地での案内等で暮らしの疑問や
不安を解決できた。補助金申請についてのフォローアップも助かった。（60代。女性。単身）

○ 県と町の共同補助事業の紹介や連携について、積極的に対応いただき助かった。（70代。男
性。世帯）

○ 初めて訪れた時に、車で一緒に町を回って色々見せてもらい、風土や暮らしについても教えてく
れたので、移住した後の暮らしがイメージしやすくなった。移住前後の補助金申請も分かりやすく
教えてもらった。（40代。女性。世帯） 9

移住・定住コンシュルジュが対応した移住者数が増加

事例１－④（福島県会津美里町）

⑴ 組織体制
○ 組織：政策財政課 人口減少対策係
○ 担当：移住･定住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）2名（平成29年4月～令和2年3月）

※ 令和2年5月から、一般社団法人TORCHの移住定住支援コーディネーターが担当（同一人物）

⑵ 情報発信
① 定住促進サイト、移住・定住促進ブログ（平成29年9月～）

「移住・定住促進ブログ」（移住・定住・結婚・子育て情報を提供）と「住まいるバンクサイト」（空き家情報、住
宅支援情報等を提供）へリンクを設定、町のPR動画も掲載（資料編P61参照）

② ガイドブック（平成28年4月～、1,000部、毎年度、同部数を内容更新の上作成）（資料編P63参照）
地域別の特色、移住者インタビュー、各種支援策等を掲載

③ 各種フェアに出展（資料P65参照）
○ 移住相談会（町主催）
○ 東北UIターン大相談会（ふるさと回帰支援センター主催）
○ 福島県くらし・しごとフェア（福島県主催）
○ 会津de田舎暮らし移住相談会・交流会（福島県会津振興局主催)等

出展：13回
移住相談：182件
（平成28年度～令和元年
度）

⑶ 移住相談
関係各課・関係機関と調整し、ワンストップでUIターン希望者の相談に対応

⑷ 空き家バンク
移住者等へ空き家を売却または賃貸（事例集1-⑤参照）

⑸ 事業費
1,431万円（平成29年度～令和元年度、人件費のみ）

し りたい情報を十分に

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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移住・定住コンシェルジュによる空き家バンク登録の促進と
移住希望者等に分かりやすい物件情報の提供

○ 希望の空き家を取得したが、コンシュルジュへの事前相談と現地での案内等で暮らしの疑問や不
安を解決できた。（60代。女性。単身）

○ 空き家の取得を希望していたので、空き家バンク制度があり大変助かった。空き家バンクホーム
ページから希望条件に合う物件を見つけられた。（70代。男性。世帯）

○ 空き家バンクを利用し希望の家を取得でき本当に良かった。（40代。女性。世帯）
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空き家バンク利用移住世帯数が増加

事例１－⑤（福島県会津美里町）

⑴ 背景事情
空き家需給のミスマッチ（所有者は売却、移住希望者等は賃貸を希望）等の解消が必要
⑵ 空き家バンク
○ 制度：会津美里町住まいるバンク（平成29年4月～）
○ 担当：移住･定住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）2名

⑶ 登録～契約
所有者から積極
的に意向調査

空き家・空き地
バンクに登録

希望者が登録、
申し込み、契約

住まいるバンク（サイト、平
成29年6月～）で紹介

地域別、平屋・2階建て・店舗向き別、賃貸・売買別、価格帯別、面積別に検索可能。写真、価格、建築年、構
造、見取り図、付帯設備、周辺公共施設、物件の特徴などのPR文等を掲載（資料編P66参照）

※ 契約の際は、公益社団法人福島県宅地建物取引業協会(協定締結）が専門業者と協力して取引をサポート

⑷ 事業費
498万円（平成29年度～令和元年度、町単独事業）

※ 空き家、空き地(平成31年1月～）、農地付き空き家（令和元年7月～）対象

※ 令和2年5月からは、一般社団法人TORCHが担当（同一人物）

し りたい情報を十分に

取組の概要

取組の成果

移住者コメント



移住定住総合支援事業（平成29年7月～） ※ NPO法人との連携による。

○ 東日本大震災により人口が大きく減少していることから、復興・復旧事業に併せて、人口減
少と少子高齢化への早急な対応が必要な状況となってきた。

○ 復興期間の終了とともに、復興支援等で増加した関係人口が減少してしまう懸念があった。
○ 移住・定住施策の促進を望む声

NPO法人 高田暮舎（たかたくらししゃ）
復興支援で移住したUIターンの若者が運営する、震災後のまちづくりを継承して移住・定住
施策に取り組むNPO法人
○ 同法人の目的は、「ポジティブな過疎地をつくる」（移住者が住み続けたいと思うまちかつその期待

に応え続けることのできるまち）。その手段のひとつとして、移住・定住施策を実施
○ 市からの委託により、UIターンスタッフの経験をいかした窓口業務、ポータルサイトの運営、

空き家バンクの運営、移住者コミュニティの形成（イベント開催）等を実施（資料編P74参
照）

○ 移住者にはそれぞれ段階があると考え、その段階を上げるよう取組を設計（資料編P73
参照）

4,341万円（平成29年度～令和元年度）

11

復興支援を担ってきたUIターン者が運営する
NPO法人との連携による移住・定住施策

陸前高田市の方々と実際に話せる・関われる内容を盛り込んだ、移住への段階を上げるようなイベン
トにより、自分に合った移住先を見つけることができて役立った。（20代。男性。単身）

事例１－⑥（岩手県陸前高田市）

⑴ 事業名

⑵ 背景事情

⑶ 実施主体

⑷ 事業費
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NPO法人との連携等により、空き家バンク利用移住世帯数・移住相談件数が増加

し りたい情報を十分に

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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移住支援センターによる移住前後にわたって
移住希望者や移住者に対する親身な対応

し りたい情報を十分に

家族にとって初めての引っ越しで、何をどうしたらいいか分からない状態だったとき、子どもの転校やペッ
ト可の物件等について移住支援センターのスタッフが親身になって相談に乗ってくれたことが決め手で
移住を決めた。移住後、近所に友達も知り合いもおらず、周囲となじむきっかけがつかめなかったとこ
ろ、 困りごとを聞いてくれる移住支援センターの存在は大変ありがたかった。（50代。女性。世帯）

12

2,363万円（平成30年度）

事例１－⑦（宮城県大崎市）

○ 組織：おおさき移住支援センター cu:rus（くーらす）（平成27年9月～）
○ 運営：NPO法人おおさき地域創造研究会

○ ふるさと回帰フェア、みやぎ移住フェアへの参加

○ 農業体験ツアーや地域の青年団等団体との関わりを
作るツアーなどの企画・運営

○ 移住に係る相談全般
○ 生活便利マップ、生活関連情報の提供、地元のコミュニティ参加支援

○ ホームページ、ブログ等各種webサイト、cu:rus通信、チラシ等印刷物の作成

おおさき移住支援センターを利用した移住者数・移住世帯数及び移住相談件数が増加傾向

⑺ 事業費

⑴ 組織体制

⑷ 移住前後にかけて、移住に関する様々な相談業務

⑶ 首都圏及び仙台圏でのPR活動、各種イベントの参加

⑸ 体験ツアーの企画・実施

⑵ 情報発信

⑹ 空き家バンク

移住後の
フォローも実施！

○ 市内の賃貸（販売）できる住宅所有者が空き家バンクに物件情報登録

（資料編P76参照）

体験ツアー実施回数：9回
参加人数：98名
（平成28年度～令和元年度）

イベント出展：21回
移住相談者数：125名
（平成28年度～令和元年度）

（注） 人数はいずれものべ人数である。

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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移住・定住支援センターによるワンストップの窓口を設け移住促進

○ くらし研究所で細かいところまで話し込むことができ、疑問が解決して安心感が高まり、移住への
決心がついた。 （40代。男性。世帯）

○ くらし研究所のスタッフも移住者であり、移住に当たっての不安や聞きにくい事を汲み取ってもらい、
とても相談しやすかった。また、町内での就業や住居の斡旋も行ってもらい、１か所で全ての相談
ができたのでとても助かった。（30代。男性。世帯）

13

5,174万円（平成28年度～令和元年度）

事例１－⑧（宮城県七ヶ宿町）

七ヶ宿くらし研究所を利用した移住者数及び移住相談件数が増加傾向

⑴ 組織体制

⑵ 移住相談等

○ 組織：移住・定住支援センター「七ヶ宿くらし研究所」（平成28年4月～）（資料編P78参照）
○ 運営：株式会社七ヶ宿くらし研究所

⑶ 地域資源を活用した交流体験事業

⑷ 事業費

ワンストップの窓口で移住をサポート

し りたい情報を十分に

移住者コメント

取組の概要

① 移住・定住のための情報発信や相談業務
ホームページによる情報提供、しちかしゅく移住者交流会等（資料編P79参照）

② 住居支援等
空き家バンクの運営やお試し住宅（資料編P80参照）を通して、住みたい人をサポート

③ 職業紹介（資料編P80参照）
平成29年8月に無料職業紹介所としての業務を開始。町内在住者の職業相談も受付

○ 里山再生プロジェクトとして、草刈り等の里山の整備の他、集めた枝を使用しての「森の
ランタン作り」ワークショップの開催、ホタル鑑賞会、七ヶ宿雪かき選手権、七ヶ宿自然体験
「真冬の七ヶ宿」、七ヶ宿魅力発見ツアー等（資料編P81参照）

取組の成果

13

71

37
45

0

20

40

60

80

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

移住相談件数の推移
単位：件

14 15

37

13

0

20

40

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

七ヶ宿くらし研究所を利用した
移住者数の推移

単位：人



市移住担当課が様々なニーズに応えるワンストップの移住希望者支援

○ 夫が希望する職種の話を詳しく聞き、履歴書や職務経歴書の書き方をアドバイスしてくれた。企業見
学の際にも立ち会ってくれ良いところに就職できた。私はUターンだが友人は市外に出ていて、市担当
者が頼もしい友達のようだ。（30代。女性。世帯）

○ 移住希望者の話を親戚のように親身になって聞いてくれ、ペット（猫）を飼えるアパートを探してくれた。
（50代。女性。世帯）

○ 私が何気なく話したボランティアの希望を聞き関係団体に繋いでくれた。移住後の生きがいができた。
（50代。女性。世帯）
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事例１－⑨（秋田県由利本荘市）

市のサポートを受けた移住者数及び移住世帯数が増加

⑴ 組織体制
「仕事づくり課」（市長直轄）（平成31年に「移住まるごとサポート課」に改名）(平成27年4月～）

⑵ 情報発信
① 移住（UIターン）・定住応援サイト(平成26年5月～）

移住関係情報、支援制度、移住者の声、求人情報等を掲載（資料編P82参照）
② 各種フェアに出展（資料編P84参照）
○ Aターン就職フェア（秋田県・秋田労働局・（公財）秋田ふるさと定住機構主催）
○ ふるさと回帰フェア（ふるさと回帰支援センター主催）
○ 東北U・Ｉターン大相談会（ふるさと回帰支援センター主催）
○ JOIN移住・交流＆地域おこしフェア（JOIN主催）

③ 市独自事業
移住相談会、ミーティング型・体験型・トーク型等様々な形態での移住イベントを開催

出展：33回
移住相談（②フェア分）：224件
（平成27年度～令和元年度）

⑶ 移住相談
移住登録者に対して、各種情報を提供するとともに、移住相談を通じて、仕事、住まい、引越、
保育園、介護施設等、移住希望者の様々なニーズに対し、部局を横断して迅速・的確に対応
⑷ 無料職業紹介所
○ 担当：専門相談員（非常勤嘱託職員）2名 ※ 令和2年度からは、会計年度任用職員
○ 内容：移住希望者が望む職種を紹介・あっせん。地元の求人開拓を進めるほか、移住

希望者の有効な資格や職歴をいかし、地元企業・事業所とマッチング
⑸ 事業費

1,163万円（平成30年度）

し りたい情報を十分に

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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①漁業以外の基幹産業がない
②交通が著しく不便

漁業従事者の高齢化、
後継者不足

村特有の課題 漁業の課題

取組の概要

取組の成果

移住者コメント

○ 様々な指導者が漁業について一から教えてくれるため、新規就業者としてはとてもありがたい。
（30代。男性。単身）

○ 将来的に漁業権を取得して独立が可能であることに魅力を感じ、移住を決めた。
（20代。男性。単身）

15

あ いしょう（相性）
どうかな、実際に確認
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漁協組合員数及び漁師縁組事業による漁業従事者数の推移

漁協組合員数

漁師縁組事業に
よる漁業従事者
数

（注） 漁業組合員数及び漁師縁組事業による漁業従事者数は、当該年度末時点での人数

○ 対象：佐井村に定住して漁業に従事する意思がある者（漁業経験不問）
○ 内容

事例２－①（青森県佐井村）

（3か月程度）
漁業後継者育成のための「賓
陽塾」（青森県産業技術センター
水産総合研究所）に入校し、漁
業の基礎知識習得

（最長3年程度）
漁協の協力を得て、
漁業現場で技能・技
術の習得

（最低2年以上）
漁協の同意と出資金の拠
出により組合員資格を取
得し、独立して漁業経営

5,298万円（平成28年度～令和元年度）

H28～29年度に採用された3人が定着し、漁業権取得
H30年度には1人が採用され、これまでに4人がこの制度を活用

漁業権の付与を視野に、定住して漁業に従事する者を募集

基礎研修 長期研修 就業定着

「漁師縁組」（H28年度～）
村外から漁業希望者を募り
村に定住して漁業に

従事する者を募集

⑴ 背景事情

⑵ 事業の概要

⑶ 「漁師縁組」のポイント

⑷ 事業費

○ 受入れ側：漁師縁組の発想がなされて以降、漁協等受入れ側との連絡を密にし、事業の
必要性に一定の共通認識ができた時点で事業開始

○ 希望者側：相談や面接などの場面において、十分に応募の目的を確認
本気度を知るためにあえて村での採用面接時の交通費を不支給

採用後のミスマッチ防止

単位：人

（資料編P85参照）



地域の伝統工芸「からむし織」体験生事業等をきっかけとして移住・定住を促進

あ いしょう（相性）
どうかな、実際に確認

○ 知り合いを通じ元体験生から募集の話を聞き、もの作りが好きなので応募した。体験生の1年間
は無給だったが、むしろ授業料を払わずに学ばせてもらった。終了後もからむし織に関係する村の
仕事などをやって定住している。（40代。女性。単身）

○ 服飾関係の仕事をして布に興味があり応募した。村は村外の人を受け入れてくれる風土がある。
2年目に研修生、その後もカスミソウ栽培の手伝い等しながら、からむし栽培と作品作りを続けて
いる。技術だけでなく高齢の指導者が持つ雰囲気も伝承していきたい。（40代。女性。世帯）
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新規からむし織体験生移住者数 新規からむし織研修生移住者数
体験または研修終了後定住者数

単位：人

事例２－②（福島県昭和村）

毎年度、からむし織体験生等が移住・定住

31人

（参考）平成6～令和元年
度におけるからむし
織体験生(111人）
のうち定住した者の
数

⑴ からむし織体験生事業（平成6年度～）

① 背景事情
からむしは日本最古の原始織物といわれ、苧麻（ちょま、からむし）という植物からとれる繊
維を用い、栽培から製糸まですべて手作業で行うもので、昭和村と沖縄県宮古島・石垣島
で古くからつくられている貴重な文化遺産。からむしは通気性に富んだ素材で、全国的にも
注目されているが、後継者不足が懸念されていた。

② 事業内容
○ 材料となるからむしの栽培から、織り（男帯）までの一連の工程と、田舎暮らしや郷土に

関わる様々なことを体験（11か月）
○ 体験生は、体験期間中、住民票を移し、合宿所（個室）で生活し、光熱水費と燃料

費は村が負担し、食費は自己負担
③ 事業費
1億1,822万円（平成6年度～令和元年度）

（資料編P87参照）

⑵ からむし織研修生制度（平成11年度～）

① 事業内容
○ 体験生終了後、希望により最長3年間、からむしを研究
○ 村から月額8万円の手当支給
② 事業費
5,504万円（平成11年度～令和元年度）

取組の概要

取組の成果

移住者コメント



専業で自立可能な特産品「カスミソウ」栽培の就農体験を
きっかけとして新規就農移住者となる取組

あ いしょう（相性）
どうかな、実際に確認

インターネットでかすみの学校インターンシップを知り大学在学中に体験し、農家の大変さと仕事の内
容、村の雰囲気が分かった。お金はないけどカスミソウ農家になりたいと村に言ったら住居のあっせんを
してくれ、1年間研修生として指導してくれた農家は青色申告の仕方を教えてくれたり古い農機具を
譲ってくれたり面倒をみてくれた。生活できる収入も確保できそうで、昭和村に移住して良かった。
（20代。男性。単身）
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

カスミソウ就農体験をきっかけとした
新規就農者数等の推移

カスミソウ新規就農者数 カスミソウ新規就農研修生数
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ体験生数

事例２－③（福島県昭和村）

毎年度、カスミソウ新規就農者が移住

単位：組

18組

(参考)平成15～令和元年度
におけるカスミソウ新規
就農者（22組）のうち
定住した者の数

⑴ かすみの学校インターンシップ事業（平成29年度～） （資料編P90参照）

① 背景事情
全国トップシェアを誇り、専業で自立可能な地域の特産品「カスミソウ」があるが、新規就農者
は少なく高齢化が進んでいた。

② 事業内容
6月～10月間に、学生等の研修希望者が気軽に体験できるような以下の３つのコースから選
択できる短期間の農業研修体験を実施

○ Sコース：1日または１泊２日（補助なし）
○ Mコース：３泊４日（交通費上限１万円、村内宿泊施設料金割引）
○ Lコース：４泊５日以上（交通費上限１万円、村内宿泊施設料金割引）
③ 事業費
417万円（平成29年度～令和元年度）

⑵ 昭和村新規就農者受入事業（平成15年度～） （資料編P91参照）

① 事業内容

② 事業費
1,174万円（平成30年度）

UIターン者のうち、かすみ草栽培の新規就農を希
望する者を対象に、指導農家で研修生（毎年度
定員2組）として受け入れ、技術研修

独立して経営できるように
支援

（1年目） （2年目）

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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いつでもお試し移住ツアーを利用した
移住世帯数の推移

あ いしょう（相性）
どうかな、実際に確認

いつでもお試し移住ツアー（平成27年度～）（資料編P93参照）

これまで実施していた定期ツアー（市が主催するあらかじめ日程、内容等が決められている移住体験ツアー）
のみの開催では、参加希望者が日程の都合等により、参加したくてもできない場合があった。

○ 市が主催する、参加者の希望する日程や内容に沿ったオーダーメイドの移住ツアー
○ 移住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）が、移住希望者の目線に立って企画・同行

○ 参加料 ：無料（ただし、鹿角市までの交通費、上限を上回る食事代等は自己負担）
○ 対象者 ：①及び②の条件に当てはまる者

① 鹿角市に移住を考えている秋田県外在住者
② NPO秋田移住定住総合支援センターの会員である者（会員登録無料）

○ 申込締切り：ツアー希望日の原則20日前まで
○ 申込方法 ：申込用紙に必要事項を記入し、郵送、FAX又はメールで市担当者へ送付

238万円（平成27年度～30年度）
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一人一人に合わせたオーダーメイドの移住体験ツアーの企画・同行

○ ツアーを通じて今まで気づかなかった鹿角の魅力を知り、移住を決めた。（30代。女性。世帯）
○ 物件探しのアテンドや窓口対応も丁寧で、心強く、安心して移住できた。（30代。女性。世

帯）

事例２－④（秋田県鹿角市）

（注） 移住世帯数の算出は、ツアーの参加年度をベースに作成

実際に開催したいつでもお試しツアーの例
○ 要望：子育て環境を見たい
→ 保育園を見て回り、ママさん会に参加するツアー
→ 小学校の授業風景を見て回るツアー
○ 要望：移住後の物件を探したい
→ 空き家物件を見て回るツアー
○ 要望：移住後の仕事を探したい
→ 就職のための企業回りツアー
○ 要望：降雪地域以外からの移住で雪が不安
→ 雪を体験するツアー

年度 H27 H28 H29 H30 R元

実施
回数 2 5 11 6 7

毎年度、いつでもお試し移住ツアーの
参加者が移住

⑴ 事業名

⑶ 事業の工夫

⑷ 申込手続等

⑸ 事業費

単位：世帯

取組の概要

取組の成果

移住者コメント

⑵ 背景事情



ＵＩＪターンコーディネーターが求職者と求人企業をマッチング

遠隔地からの就職活動であるため、情報収集や移動などでかなり不安がありましたが、親身に相談に
のっていただき、また、事務手続も迅速に対応いただいたおかげで、予想していたよりも早く就職先を決
めることができました。独自で活動するよりも、相談できる方がいることで大変心強かった。（40代。女
性。世帯）
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あ いしょう（相性）
どうかな、実際に確認
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人材バンク経由移住者数の推移
単位：人

事例２－⑤（山形県酒田市）

平成29年度以降、人材バンク経由移住者数が増加

262 269
222 249

144
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

（参考）ＵＩＪターンコーディネーター
による相談件数の推移

単位：件

⑴ 背景事情
移住相談のうち、就労に関する相談が6割を超える状況にあって、サポートする仕組み等が不
十分であった。

⑵ 無料職業紹介所
○ 組織： UIJターン人材バンク（平成27年度～）（資料編P95参照）
○ 担当： UIJターンコーディネーター（非常勤嘱託職員）1名（平成27年4月～）

※ 令和2年度からは、会計年度任用職員

⑶ 情報発信

○ 市内の求人情報（ハローワーク求人オンライン情報）（月２回）
○ 市からのUIJターンに関する情報・就職に関するイベント情報（随時）

UIJターン
就職希望者

⑷ 職業紹介

求職登録

求職者が希望する職業の求人開拓 企業見学や説明を
受ける段取りから応
募（紹介状交付）
までを調整

⑸ 事業費
3,236万円（平成27年度～令和元年度）

（求職者のスキルやキャリア等を元に、公に募
集していない求人についても、過去の実績等
から採用可能性の有無を確認、職種が一致
していなくても関連しそうな業種の登録企業へ
広く求職者の情報を提供等）

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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企業の人事担当者、経営者と直接意見交換できた。（40代。男性。世帯）

地元就職希望者を対象とするセミナーを東京都で開催

あ いしょう（相性）
どうかな、実際に確認事例2－⑥（山形県鶴岡市）

セミナー参加者の企業採用者数が増加傾向

⑴ 背景事情等
市内企業から、民間大手や県主催のセミナーは来場者が多いが、大手企業に比べ知名度が低
いため、ブースを訪問する者が少なく、費用対効果が低いとの声もあったことから、地元就職を希望
する者と地元企業とのマッチングの機会を多く提供するために、平成28年度から市独自で実施
⑵ セミナー名
地元就活応援セミナー（平成28年度～）（資料編P97参照）

⑶ 内容

⑷ 事業費
96万円（令和元年度）

対象者 鶴岡市へのＵＩＪターン就職の希望者や地元就職を希望する学生等

会 場 東京都江戸川区（友好都市）

内 容

地元就職セミナー 地元就職状況や就職活動のノウハウ等の情報提供

企業ガイダンス 地元企業の担当者と地元就職希望者との事業内容、
採用動向の情報交換

地元就職等に関する個別相談 就職相談、移住相談、シゴト相談

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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単位：社



廃校舎を活用した国際芸術村とお試し移住住宅により移住を促進

あ いしょう（相性）
どうかな、実際に確認

【国際芸術村】
町の農家民泊に来てからこの制度を知り2週間ほど滞在した。国際芸術村の若いスタッフは熱い思
いで支援してくれた。地元の人は温かくていろいろと応援してくれた。ここに来たら何か面白いことがで
きそうな気がして住んでみたいと思った。（20代。女性。単身）
【お試し移住住宅】
きれいに掃除されていてよかった。近所の方が親切で町にも比較的近く、試しに住んでみるには良
いところだと思う。（20代。女性。世帯）
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事例２－⑦（福島県西会津町）

⑴ 国際芸術村（平成16年９月～） （資料編P98参照）
① 目的

廃校となった中学校を活用し、文化の香り高い芸術の里づくりを進めるとともに、芸術を通した
国際交流や都市との交流により、地域活性化を図る。

② 指定管理者
一般社団法人「BOOT」（代表：町出身ランドスケープデザイナー）（平成30年度～）

③ 運営（※ 平成30年度以前は町が運営）
○ 学校教育や社会教育として、町民と芸術家との触れ合いと交流を深める活動
○ 定住移住相談支援センターを設置（平成27年度～）
○ アーティストインレジデンス事業（平成16年9月～）

芸術家等の事業参加者が、国際芸術村のスペースを利用したい場合は、最長1年間借り、
作品製作等を行うことができ、宿泊（旧職員住宅）は無料

⑵ お試し移住住宅（Otame）（平成29年7月～）（町担当） （資料編P101参照）

○ 古民家を改修した住宅に１週間～１か月居住
○ 体験プログラムに参加、実際の生活を疑似体験
○ 必要に応じ地元住民等も様々な相談に対応
⑶ 事業費
1億7,022万円（平成28年度～令和元年度）

平成29年度以降、アーティストインレジデンス事業の参加者とお試し移住住宅体験
者が移住

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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若者家族世帯の支援に特化した住宅制度を利用した
若者家族世帯数の推移

子育ての不安があったため、両家の実家の間に位置しており、アクセスが良い大崎市へ移住してきた。
子どもの保育などにお金がかかる時期であり、自宅の新築購入に対しての補助があったのは、経済的
にとても助かった。（30代。女性。世帯）

取組の概要

移住者コメント

取組の成果

40歳以下の若者家族世帯の支援に特化した住宅購入及びリフォーム費用の補助

わ れっと（Wallet）の
心配少なく移住

7,347万円（平成30年度、 市単独事業）

事例３－①（宮城県大崎市）

若者世帯の支援に特化した住宅制度を利用した
若者家族世帯数が増加傾向

⑵ 事業費

⑴ 事業の概要
住宅の新築・購入

事業名
○ 大崎市住宅新築移住支援事業
○ 大崎市住宅購入移住支援事業

（いずれも平成27年度～）

○ 大崎市住宅購入に伴うリフォーム移住
支援事業

（平成27年度～）

対象世帯 市内へ移住する40歳以下の若者家族世帯

補助内容

借入金額の10％（上限：100万円）

① 多子世帯
借入金の2％（上限：20万円）

② 市内に本社がある
元請け業者による施工

借入金の1％（上限：10万円）
③ 住宅が特定の区域内に立地

借入金の1％（上限：10万円）

リフォーム工事費の3分の1
（上限：一戸建て 50万円

マンション 40万円 ）

① 多子世帯
② 市内に本社がある

元請け業者による施工
対象工事費の1/6
（上限：一戸建て 20万円

マンション 10万円 ）

22

（資料編P102参照）

（注）１ 多子世帯とは、申請する年度の3月31日に15歳以下の子どもが2人以上いる世帯である。
２ 特定の区域とは、地区計画区域、土地区画整理事業区域、下水道処理区域、農業集落排水事業区域のいずれかである。

基礎額 基礎額

加算額 加算額

単位：世帯
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県外に住む子育て世帯の移住を促進する住宅購入費用等の負担軽減

わ れっと（Wallet）の
心配少なく移住

○ 子どもが生まれ保育園の入園や安全面から秋田市に戻ることを考えていた。引越費用がかなり
かかったがほぼ支援金で対応でき、新生活を始める際の支出に充てることができた。移住を決め
るきっかけになった。（30代。女性。世帯）

○ 家の賃貸契約費用や引越費用の持出がほとんどなく子育て世帯（子ども3人）としては助かっ
た。（30代。男性。世帯）

事例3－②（秋田県秋田市）

移住した子育て世帯数が増加傾向
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移住した子育て世帯数等の推移

移住した子育て世帯数 そのほかの移住世帯数

2
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55
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116

単位：世帯

⑴ 事業名
子育て世帯移住促進事業（平成29年8月～）（資料編P103参照）

⑵ 対象世帯 ※ 以下の条件を全て満たす世帯

○ 秋田県外からの転入者（転入前1年以上継続して秋田県外に居住していた者に限る。）
○ 夫婦いずれかが50歳未満
○ 秋田市内で同居する18歳未満の子どもを養育している者
○ 申請時にNPO法人秋田移住定住総合支援センターにおいて移住希望登録をしている者
○ 秋田市内で新たに常用雇用される者又は市内で新たに事業を営もうとする者
⑶ 補助内容

⑷ 事業費
6,722万円（平成29年度～令和元年度、市単独事業）

※ 18歳未満の子1人当たり
（ひとり親の場合は、15万円）

住宅の新築・購入 100万円

賃貸契約 20万円

転居費用 20万円

子育て加算 10万円

取組の概要

取組の成果

移住者コメント
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自分達が設計した住宅を建てることができ、20年住み続けるともらえるということが、移住に当たって一
番の魅力であった。そのほかにも、金銭的補助が受けられるので、子育て世帯にはとても助かっている。
（30代。女性。世帯）

定住人口と小中学校児童生徒の増加を目指し
地域担い手づくり支援住宅整備事業を推進

わ れっと（Wallet）の
心配少なく移住

○ 入居決定後に建築着工のため、入居者の希望の間取りで設計が可能

事例３－③（宮城県七ヶ宿町）

毎年度、地域担い手づくり支援住宅整備事業の利用者（世帯）が移住

⑴ 事業名

⑶ 移住世帯への優遇内容

（注） 町の人口は、町のホームページに掲載されている2020年5月31日現在の人口である。

（平成28年度～）

移住者コメント

取組の成果

取組の概要
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地域担い手づくり支援住宅整備事業を利用した移住者数及び移住世帯数の推移

移住者数

移住世帯数

単位：人、世帯
町の人口は
1,323人で
あり、人口の
0.7％強を
占める

地域担い手づくり支援住宅整備事業

⑵ 対象者
40歳までの夫婦かつ中学生以下の子どもがいる家庭

⑷ 事業費
3,826万円（平成30年度、 町単独事業）

（資料編P106参照）

子育て世帯の移住促進

対策として住宅建設

毎月3,500円を

家賃として支払い

居住後20年で住宅と

土地を無償譲渡



25

子育てするなら、田舎で広々とした家で生活することを考えていたことから、空き家を購入した。そのリ
フォームに支援をしてもらい、助かりました。（40代。女性。世帯）

住宅リフォーム支援事業の移住世帯への特別優遇による住宅費用負担軽減

わ れっと（Wallet）の
心配少なく移住

事例3－④（山形県鶴岡市）

⑴ 事業名
住宅リフォーム支援事業（平成23年度～）（資料編P107参照）

⑵ 対象者
山形県の住宅リフォーム総合支援事業を活用し、自己等が所有し、かつ自己が居住する住宅に
関するリフォーム工事を市内業者と契約し工事する者

⑶ 移住世帯への優遇内容

⑷ 事業費
7,776万円（平成23年度～令和元年度）

県外移住世帯、出産世帯、新婚世帯、多子
世帯等
※ 対象は、3年以内に市外から移住してきた世帯員

がいる世帯

工事費の20％、上限22万円と各々の世
帯等に工事費の５％、上限10万円
（補助金の上乗せ（平成27年度～））

空き家を活用してリフォームした場合
工事費の20％、最大上限200万円
（特別枠として補助率及び上限額を優遇 （平成30
年度～））
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

住宅リフォーム支援事業を利用した移住世帯数の推移

空き家を活用してリフォームした移住世帯数 県外移住世帯、出産世帯、新婚世帯、多子世帯数

単位：世帯

15
20

平成28年度以降、住宅リフォーム支援事業を利用した移住世帯数が増加

取組の概要

取組の成果

移住者コメント



定住住宅空き家利活用等事業（平成25年度～）
町が空き家バンクに登録されている物件を10年間借上げ、予算の範囲内でリフォームを行い、
移住者に貸し出す。

○ 空き家及び空き家バンク内におけるミスマッチの解消
○ 移住希望者の移住を促進

1棟当たり350万円。 平成30年度からは、400万円。

3,982万円（平成25年度～令和元年度）

26

比較的安い家賃で、立地的にも良い場所に一軒家を借りることができた。中はきれいにリフォーム
されていて、問題ない。のびのびと子育てをすることができて大変ありがたい。（40代。女性。世帯）

町が借上げ・リフォームした空き家を移住者へ貸出し

わ れっと（Wallet）の
心配少なく移住事例３－⑤（山形県遊佐町）

現在、町がリフォームした空き家は、12棟中11棟に移住者が入居中
空き家バンクのミスマッチ解消につながった

町がリフォームした空き家の棟数

（注） R元年度は、適当な物件が見つけられなかったため、未整備

⑴ 事業名

⑵ 事業目的
※ 空き家バンク内におけるミスマッチ

○ 若者世帯を中心とした移住希望
者は、まず賃貸に住み、将来的
に持家に住みたいという意向が強
いが、遊佐町は賃貸アパート・貸
家が少ない。

○ 空き家バンクの登録物件数は、
売却よりも賃貸の方が多い。その
上、賃貸物件も修繕必要箇所が
あり、すぐに貸し出せない場合が多
い。

→ 需要と供給のミスマッチ発生

⑶ リフォーム予算

⑷ 事業費

（資料編P109参照）

取組の概要

取組の成果

移住者コメント

時期 H25
年度

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29
年度

H30
年度

R元
年度 計

整備
棟数 1 3 2 2 2 2 0 12



せ わやく(世話役)さんと
仲良く末永く
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移住者の定住を支える集落支援員のアフターフォロー

○ 移住先の集落の区長（自治会長）を紹介いただいたほか、近所への挨拶まわりにも同行いただ
いた。集落の人との顔合わせの会にも集落支援員と一緒に参加し、紹介していただいたため、ス
ムーズに地域に溶け込むことができた。（40代。男性。世帯）

○ 移住先の集落の慣習や田舎暮らしのコツなどを丁寧に教えていただき大変助かった。移住者交
流会にも誘っていただき交流を深められた。（50代。男性。世帯）

取組の概要

定住者コメント

取組の成果

事例4－①（山形県遊佐町）

町内に移住したものの、地域の文化になじむことができず、転出してしまう方が2～3割いたため、集
落支援員を活用し、移住者支援も兼ねた集落維持への取組を開始（平成27年度～）

○ 集落の巡回、点検、課題整理等
○ 空き家解消に係る調査、発掘、データベースの作成等
○ 移住希望者と集落の橋渡し役

集落情報の提供、空き家への現地案内、集落との話合いの調整、
移住イベントへの参加等

○ 移住後のアフターフォロー
移住直後のあいさつ回りに同行、移住後の相談対応（日常の
小さな困りごとにも対応）、移住者交流会へ新規移住者とともに
参加等

1,871万円（平成27年度～令和元年度）

⑴ 主な取組

⑵ 事業費

移住者は、186人（79世帯）が定住

集落支援員とは？

地域の実情に詳しく、
集落対策の推進に関
するノウハウ・知見を
有しており、地方公共
団体から委嘱を受け、
集落支援活動を行う
人。委嘱期間の制限
はない。

（資料編P112参照）

(注) 定住者（世帯）は、平成27～令和元年度に、移住相談
等を利用して町内に転入した者（世帯）のうち、令和2年3
月31日現在、町内に居住する者（世帯）である。
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

(参考) 移住世帯数及び移住者数の推移

移住世帯数 移住者数

定住者（世帯）数（H27～R元年度）

79
87%

定住世帯数 転出世帯数

（ ）
186
91%

定住者数 転出者数

【人数比較】 【世帯数比較】
単位：人 単位：世帯

単位：世帯、人

（ ）
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H29年度 H30年度 R元年度

インターンシップ、修学旅行等の
参加者数の推移

610万円（平成30年度～令和元年度）
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後継者不足に悩むブドウ農家へのボランティア派遣等を通じた関係人口の創出

ボランティアの協力で作業効率が上がるため、特に農繁期は助けられている。（60代。男性。単身）

事例5－①（岩手県花巻市） 参考事例

⑴ 事業概要

⑵ 事業費

聞き取り
調査

ボランティ
ア組織の
運営

連携先の
開拓

地域おこし協力隊員が、ブドウ栽培が盛んな花巻市大迫町の課題を把握するため、
ブドウ農家（全117戸）に対して聞き取り調査を実施（平成27年11月～28年3月）
→ 農家が高齢化し、後継者が不足しているという農家の現状と課題が明確に

上記の課題を解決するため、ぶどうつくり隊（継続的にブドウ農家（新規就農者含む）を
支援するボランティア組織。平成27年6月から設置。）を結成し、市外からボランティアを受
入れる。

新たな取組として、東京圏の学校を訪問することで連携先を開拓し、大学のゼミ活
動や中学校の修学旅行の一環として、ブドウ農家へのボランティア派遣やインターン
シップを実施（平成29年度～）
（注）同協力隊員は、任期終了後（平成30年8月～）集落支援員に委嘱され、活動を継続し

ている。

単位：人

参加者数が増加傾向にある等、
関係人口の創出に寄与

（資料編P113参照）

取組の概要

取組の成果

ボランティアを受け入れている新規就農者のコメント

74

207
118 133 157

0

200

400

H27年度H28年度H29年度H30年度R元年度

ぶどうつくり隊参加者数の推移
単位：人

（注）参加者数は、延べ人数である。
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H30年度 R元年度

鹿角家 登録者数

前年度までの登録者数 新規登録者数

○ 「鹿角家」に登録した人々が交流する仕組みづくりを通して、関係人口を増やすことを目的とした
取組

○ 実施主体：平成30年度 鹿角市（総務省モデル事業）、31年度～ NPO法人かづのclassy
○ 事業費 ：416万円（平成30年度～令和元年度）

29

関係人口を「家族」と捉えた「鹿角家」による地域とのかかわりづくり

○ 鹿角家のおかげで、故郷である鹿角市と関わりを持てるきっかけになりました。（40代。女性）
○ 都内で、鹿角市へ愛着ある方と多く触れ合えることがうれしい。（40代。女性）

事例5－②（秋田県鹿角市） 参考事例

80

20

（参考）
「鹿角市と今後も

関わりたいか」

関わりたい
（注） 平成30年度「「関係人口」創出

事業」モデル事業調査報告書（総
務省）より作成

単位：％

鹿角市外在住者を対象に、①イン
ターネット（鹿角家特設サイト）、②登録
申込書の送付（郵送、FAX、窓口）等
から家族としての登録を受付。
登録者には家族証を交付

○ 家族会議（首都圏で開催する交流イベント）
○ 実家暮らし体験ツアー（鹿角市での暮らしを体験するツアー。

平成30年度のみ開催。）
○ 実家づくりプランニング（鹿角家の交流拠点に係る場所の選

定とプランニング。家族会議や実家暮らし体験ツアー内で行う。）
○ 家族通信（ほぼ毎月メール等において配信）

○ 関係人口を分かりやすく・親しみやすいものにするため、関係人口の在り方を「家族」の関係性に落
とし込んだ。

○ 地域の衰退に対し、長期的な関わりが期待できる20～40代をメインターゲットに設定
家族の募集に当たり、メインターゲット層が利用しているSNS（Facebook、LINE公式アカウント）を活
用したり、ふるさと納税者へのお礼状を送付する際にチラシを同封

○ 鹿角市に愛着を持つ者（ツアー・フェア参加者や県外在住の本市出身者）が、都会に住みながら同市に
関わる仕組みを構築することで、地域活性の一助を担うことが期待できる。

○ 鹿角家の登録者に対し、鹿角市の諸課題等を発信し、継続的かつ主体的に関わってもらう。

鹿角家（みんなの鹿角家づくり事業）

取組の工夫

鹿角家の家族を募集 家族登録者限定の
イベントの開催・家族通信の配信等

192

20代
20

30代
53

40代
60

その他
59

（参考）
年代別登録者数

単位：人

東京都
66

埼玉県
20千葉県

11

神奈川県
17

その他
78

（参考）
居住地別登録者数

単位：人

（資料編P119参照）

鹿角家登録者数が増加

取組の概要

取組の成果

登録者コメント

単位：人



平成30年度歳出（決算額） 73百万円

○ 青森県下北半島の西側に位置し、津軽海峡に沿って南北を底辺
とする細長い三角形をなし、北部は大間町、東部・南部はむつ市に
それぞれ接し、津軽海峡を隔てて北海道渡島と相対している。

○ 低気圧に覆われることが多く、特に冬季から春にかけては北西の風
により潮害、風害の被害が著しい。海岸線沿いは北西の季節風で
降雪が少ないが、山間部は吹きだまりのため深雪となる。

○ 下北半島国定公園「仏ヶ浦」や「願掛岩」、「縫道石山」などの豊
富な観光資源がある。

○ 津軽海峡は日本有数の好漁場であり、基幹産業は漁業。特に毎
年4月～8月にかけて獲れるキタムラサキウニが特産品となっている。
他に、時期に応じて天然ヒラメ、アワビなど様々な種類の海産物が
水揚げされる。

青森県佐井村

30

連絡先：地域戦略課 企画政策係
℡：0175-38-2111
HP:http://www.vill.sai.lg.jp/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：135㎢

【鉄道】
東京駅－(東北新幹線：約
3時間）八戸駅(青い森鉄
道：約1時間30分）-下北
駅（下北交通：約2時間
30分）

地図・アクセス

○ 人口は、昭和30年の5,642人をピークに減少傾向
が続いている。

○ 社会増減の推移としては、高等学校や大学等への
進学や就職に伴う転出増加、また、30歳台が40歳
台前半になるとき、大幅な転出超過がみられており、
転居を伴う転勤や婚姻等が主な要因とされている。

○ 自然増減の推移としては、若い世代の流出や出生
率低下などが重なり、減少傾向が続いている。一方
で、死亡数は老年人口の増加を反映して増加。平
成2年以降は、死亡数が出生数を上回る「自然減」
に転じ、以降、その傾向が続いている。
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平成30年度歳出（決算額） 48,672百万円

○ 岩手県のほぼ中央に位置し、西に奥羽山脈、東には北上高地の
山並みが連なる肥沃な北上平野があり、季節ごとに変化に富んだ
自然風景が広がる。宮沢賢治の出身地としても知られる。
また、早池峰神楽等の伝統芸能や花巻温泉郷があることでも有
名である。

○ 酒造りが盛んなため、名杜氏を数多く輩出しており、南部杜氏は
日本三大杜氏のひとつに数えられている。ワインづくりも進んでおり、
大迫地区において「エーデルワイン」を生産している。平成28年に
は、岩手県で初めて「花巻クラフトワイン・シードル特区」にも認定さ
れた。

○ 県内唯一のいわて花巻空港が所在し、岩手県の交通の要所と
なっている。

○ 気候は西東で異なり、東部は内陸型盆地気象が強く、夏場は昼
夜の温度差が大きく、冬期は比較的温暖で積雪量が少ない。西
部は寒冷多雪の気候であり、12月から3月までは、積雪もある。

岩手県花巻市
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定住推進課 定住推進係
℡：0198-24-2111（内線471）
HP：http://www.iitoko-hanamaki.jp/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：908.39㎢

【鉄道・バス】
東京駅－（東北新幹線・約3
時間）－新花巻駅

地図・アクセス

○ 人口は、平成12年の107,175人をピークに、
減少傾向である。自然増減及び社会増減とも
に減少基調が続いている結果、人口増減数は
平成19年以降、600人～900人弱程度の減
少が続いている。

○ 社会動態は、男女とも15～19歳から20～24
歳になる進学・就職時期に転出超過が最も多
い。
一方、転入超過については、幼年人口期及び
女性で30～34歳から35～39歳と、男女とも
50代以降に多少見られる。
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面積：231.94㎢

【鉄道・バス】
東京駅－（東北新幹線・約
2時間）－一ノ関駅－（JR
大船渡線・約1時間30分（う
ちBRT（バス）区間 約30
分））－陸前高田駅平成30年度歳出（決算額） 89,160百万円

○ 岩手県の東南部に位置し、東は大船渡市、西は一関市、南は宮
城県気仙沼市に隣接しており、三陸沿岸地域の南の玄関口とし
ての役割を担っている。

○ 市の総面積の約7割を森林が占めており、三陸沿岸に位置してい
るため、海洋の影響と地理的条件から四季を通じて比較的温暖
な気候が特徴である。

○ 太平洋に面したリアス式海岸で採れる海産物、陸前高田市での
み作付けされているオリジナルブランド米「たかたのゆめ」等の特産
品がある。

○ 東日本大震災からの復興に加え、「ノーマライゼーションという言葉
のいらないまちづくり」を市のテーマに掲げ、取り組んでいる。

岩手県陸前高田市
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地域振興部 観光交流課 定住交流係
℡：0192-54-2111（代表）
HP：https://takatakurashi.jp/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

地図・アクセス

○ 人口は、減少の一途をたどり、昭和30年から平
成27年までの60年間で約13,000人の減
少となっている。また、東日本大震災の発生によ
り、22年から23年で約3,000人の人口が減少
し、以降も漸減傾向が続いている。

○ 昭和55年以降、おおむね転出者数が転入者
数を上回る傾向が続いており、年齢別に見ると、
男女ともに15～24歳にかけて転出超過が大き
いが、25～39歳および55～69歳は転入超過
となっている。
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平成30年度歳出（決算額） 65,204百万円

○ 宮城県の北西部に位置し、約800㎢の広大な市域内には、山
岳地帯、丘陵地帯、水田地帯、湿地帯といった多様な景観が展
開されている。市の中心部と東部一帯は大崎耕土と呼ばれ、ササ
ニシキ、ひとめぼれなどの銘柄米の発祥地として広く知られている。
また、西部では、大規模な畜産や野菜の生産が盛んに行われ、市
内一円が食材の宝庫となっている。

○ 基幹産業である農業を軸としながらも、高規格の交通・輸送機関
が整備され、東北地方の縦軸と横軸を結ぶ結節点である利便性の
高さから、全国から優良企業の工場が立地している。

○ 岩出山の竹細工、鳴子こけし、鳴子漆器は全国的にも有名。
また、市内各地で特色ある温泉を楽しむことができる。特に鳴子温
泉郷には全国からたくさんの人が訪れている。

宮城県大崎市
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連絡先：政策課 元気戦略推進室
℡：0229-23-2129
HP:http://www.city.osaki.miyagi.jp/in
dex.cfm/22.html

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：796.81㎢

【鉄道】
東京駅－古川駅（東北新
幹線・約2時間）

地図・アクセス

○ 人口は、平成12年の139,313人をピークに減
少し、2040年(令和22年)で112,021人にな
ると予測されている。

○ 平成12年以降、転出超過が続いており、23年
と25年に一旦転入超過となったが、それ以降は
転出数が転入数を上回る傾向が続いている。

○ 年齢別に見ると、男女ともに15～24歳にかけて
転出超過が大きく、20～24歳から25～29歳
になるときに転入超過となっているが、若い女性
の人口減少が課題となっている。

134,100 133,270 132,447 131,462 130,112

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000
140,000

H27.1 H28.1 H29.1 H30.1 H31.1

人口の推移 単位：人

△ 279 △ 288 △ 241 △ 244

△ 609
△ 800

△ 600

△ 400

△ 200

0
H26 H27 H28 H29 H30

社会動態
単位：人

△ 635
△ 542 △ 582

△ 741 △ 741△ 800

△ 600

△ 400

△ 200

0
H26 H27 H28 H29 H30

自然動態
単位：人



平成30年度歳出（決算額） 3,038百万円

○ 宮城県の最南西部に位置し、福島・山形の両県と境界を接し、
奥羽山脈の東南斜面の一帯を占め、面積263㎢と広大で自然
環境に恵まれた地域である。地域の大部分が山林原野で、自然
が破壊されずに残っており、青い空と四方の山々とが美しく調和して
いる。冬季の積雪が多く、スキーやスノーボードを楽しめる高原の町

○ 平成３年10月には七ヶ宿ダムが完成し、宮城県民183万人の
水がめを擁することとなり、下水道の普及率は既に100％となって
いるほか、環境に配慮した生活基盤づくりや産業支援に取り組ん
でいる水源の町である。

○ 基幹産業である農林業においては、豊かな自然環境を生かした源
流米、七ヶ宿そば街道に代表されるそば等が特産となっている。

宮城県七ヶ宿町
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ふるさと振興課 企画係
℡：0224-37-2194
HPhttp://www.town.shichikashuku.miyagi.jp

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：263.09㎢

【鉄道】
東京駅－白石蔵王駅－七ヶ
宿町役場（東北新幹線約2
時間・町民バス約50分）

地図・アクセス

○ 人口は、昭和25年の5,536人(912世帯)をピー
クに減少し、国立社会保障・人口問題研究所の
推計では、2040年(令和22年)に871人になると
予測されている。

○ 年齢階級別の人口移動数は、15～19歳、20
～24歳、30～34歳の転出超過が多くなっており、
進学、就職等に伴う転出が多くなっていると推測さ
れる。

○ 自然増減は、出生数を死亡数が上回る「自然
減」が続いているほか、20～39歳の未婚率は平
成12年から増加を続けており、平成22年は
60.0％となっている。
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平成30年度歳出（決算額）132,510百万円

○ 秋田市は、秋田県のほぼ中央に位置し、人口約30万人の県庁
所在市であり中核市となっている。

○ 就業者の7割以上が商業やサービス業などの第三次産業に従事
している商業都市である。

○ 毎年8月には東北３大祭りのひとつ「竿燈まつり」が市内で開催さ
れ、全国から130万人が来訪している。

○ 気候は、典型的な日本海型気候である。

秋田県秋田市
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秋田市企画財政部人口減少・移住定住対策課
℡：018-888-5487
HP：https://www.city.akita.lg.jp/iju-
teiju/index.html

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：906㎢

【鉄道】
東京駅－（東北新幹線又は
秋田新幹線・約３時間50
分）－秋田駅
【飛行機】
羽田空港－（1時間5分）
－秋田空港

地図・アクセス
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○ 人口は、戦後、周辺市町村との合併を経て急
増し、高度経済成長期以降も一貫して増加
していたが、平成15年に減少に転じた。

○ 平成17年には河辺・雄和町と合併して33万
人に達したがその後は自然減、社会減により
減少が続いている。

○ 若年者を中心に、進学や就職を機に市外への
転出が続いていることが社会減少の大きな要
因となっている。



平成30年度歳出（決算額） 19,309百万円

○ 北東北３県のほぼ中央に位置しており、北に十和田湖、南に八
幡平国立公園がある。

○ 東北自動車道の鹿角八幡平、十和田の2つのインターチェンジが
あり、盛岡市、青森市、八戸市等の主要都市と1時間圏内で結
ばれている。

○ 秋田の代表的な郷土料理「きりたんぽ鍋」発祥の地であるほか、ソ
ウルフードである「鹿角ホルモン」、八幡平ポーク等の特産品がある。

○ 国内で唯一、ユネスコ無形文化遺産に２件の文化財（大日堂
舞楽、花輪ばやし）が登録されており、歴史や民族芸能が豊かで
ある。

○ 内陸型気候に属し、寒暖の差が大きく冷涼な気候である。また、
12～3月は降雪がある。

秋田県鹿角市
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鹿角市政策企画課鹿角ライフ促進班
℡：0186-30-0208（直通）
HP：https://kazuno-gurashi.jp/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：707.52㎢

【鉄道】
東京駅－（東北新幹線又は
秋田新幹線・2時間15分）
－盛岡駅－（JR花輪線・約
2時間）－鹿角花輪駅

地図・アクセス

○ 人口は、昭和30年をピークとして急激に減少
を続け、近年は毎年1.5％ずつ減少している。

○ 平成20年以降は転入・転出ともに縮小傾向
にあるが、男女とも15～19才になるとき及び
20～24才になるときに、大幅な転出超過と
なっており、転出した若者の8割が市外に留まっ
ていると考えられる。

○ 人口減少や少子高齢化による雇用機会の減
少、市の魅力の低下、更なる若年層の流出
等地域衰退が危惧されている。
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平成30年度歳出（決算額） 49,044百万円

○ 由利本荘市は、平成17年３月に１市７町が合併し誕生した。
秋田県の南西部に位置し、北は秋田市、南はにかほ市、東は大
仙市、横手市、湯沢市、羽後町に接し、県都秋田市には20キロ
メートル～60キロメートルの圏内にある。

○ 南に標高2,236メートルの秀峰鳥海山、東に出羽丘陵を背し、
中央を1級河川子吉川が貫流して日本海にそそぎ、鳥海山と出
羽丘陵に接する山間地帯、子吉川流域地帯、日本海に面した
海岸平野地帯の3地帯から構成されている。面積は1209.59㎢
と県内一（県面積の10.4％） となっている。

○ 基幹産業は、農業であり、良質米の生産を中心とした稲作経営を
主体に取り組んでいる。

○ 秋田県内では比較的温暖な地域だが、沿岸部と山間部では気
候条件が異なり、特に冬季には積雪量に差がある。

秋田県由利本荘市
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由利本荘市まるごと営業部
移住まるごとサポート課

℡：0184-24-6247（直通）
HP：https://yurihonjo-teiju.jp/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係(日本人住民）

面積： 1209.59 ㎢

【鉄道】
東京駅－（東北新幹線又は
秋田新幹線・約３時間50
分）－秋田駅－（JR羽越本
線・約45分）－羽後本荘駅

地図・アクセス
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○ 男女とも15～19歳になるとき及び20～24
歳になるときに、大幅な転出超過となってい
る。

○ 有効求人倍率は1倍を上回っているが（令
和元年度）、雇用のミスマッチが生じており、
企業の成長を支える人材の確保や、主要な
産業における従事者の高齢化の解消が求
められている。



平成30年度歳出（決算額） 67,959百万円

○ 平成17年に6市町村が合併。山形県の西北部に位置し、北は遠
く鳥海山を望み、東に修験の山として知られる出羽三山、南に朝
日連峰と三方を山々に囲まれ、庄内平野が広がっている。

○ 産業の主体は農業で、庄内米、だだちゃ豆（枝豆）、庄内砂丘
メロンなど全国に知られる特産品を生産している。また、絹産地の
北限地として知られ、鶴岡サイエンススパークでは、研究機関やバ
イオ系を中心とするベンチャー企業の集積地となっている。

○ 古くから庄内地方の政治・経済・文化の中心都市として栄え、今も
なお城下町（荘内藩）としての面影を残しており、近年では、「蝉
しぐれ」（本市出身の小説家藤沢周平原作）、「おくりびと」など
数多くの映画のロケ地としても知られている。

○ 気候は、日本海気候で、夏季は南東季節風により晴天が多く、
高温で、冬季は北西季節風により曇天や降雪が多い。なお、沿岸
部は積雪が少ないが、山間部は、積雪が多くなることもある。

山形県鶴岡市
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連絡先：企画部地域振興課
℡：0235-25-2111
HP： http://tsuruoka-iju.jp/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：1,312㎢

【鉄道】
東京駅－新潟経由(上越新
幹線）：約3時間50分）
【航空機】
東京（羽田空港・成田空
港）－庄内空港：約1時
間、空港からバスで約20分

地図・アクセス

○ 人口は、戦後の復興期から昭和30年（1955
年）をピークとして、増加傾向にあったが、その後、
減少し、昭和50年（1975年）から55年
（1980年）にかけて一時的に増加したものの、
平成12年（2000年）から22年（2010
年）の間は急速に減少（7.4％減）した。直
近5年間は、4.6％減少となっている。

○ 社会動態は、昭和55年以降一貫して転出超
が続いており、20代前半における転出数が最も
高く、転出超過の大きな要因となっている。直近
5年間は、平成28年度以降、転出超過状態
が年々減少している。
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平成30年度歳出（決算額） 53,356百万円

○ 平成17年11月に1市3町が合併。山形県の北西部、庄内地方
の北部に位置し、北は鳥海山を望み、 東は出羽丘陵を背にし、
南はほぼ庄内平野の中央に達し、西は日本海に面している。山形
県を縦断する最上川が庄内砂丘帯を貫き、日本海に注いでい
る。北西約40㎞の海上に飛島がある。

○ 産業の主体は農業で、耕地面積の9割を占める水田を中心に、
各種園芸作物を豊富に生産している。さらに、重化学工業や電子
部品、食品を中心とした製造業がある。また、日本海の重要港湾
である酒田港、庄内地域の空の玄関である庄内空港、日本海沿
岸東北自動車道、JR羽越本線など陸海空の広域的な交通拠点
が集中している。

○ 気候は、日本海気候で、比較的温暖で、冬は季節風が強く、平
野部の積雪は少ない。

山形県酒田市
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連絡先：地域創生部地域共生課移住定住係
℡：0234-26-5768
HP：http://sakata-iju.jp/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：602㎢

【鉄道】
東京駅－新潟経由(上越新
幹線）：約4時間半）、新
庄経由（山形新幹線）：約
4時間
【航空機】
東京（羽田空港・成田空
港）－庄内空港：約1時間、
空港からバスで40分

地図・アクセス

○ 人口は、昭和30年（1955年）の128,273人を
ピークに減少し、昭和50年代に一旦回復したものの、
その後は減少の一途をたどっており、近年は
121,614人(平成12年）から、111,151人(平成
22年)と8.6％減少した。直近5年間は、4.9％減
少にとどまっている。

○ 社会動態は、昭和53年以降、マイナス傾向が続き、
特に進学就職に伴う若者（18～22歳）の市外流
出が社会減の大きな要因となっている。直近5年間
は、平成27年以降、減少してきたが、平成30年に
増加した。
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⚓



平成30年度歳出（決算額） 7,794百万円

○ 山形県の最北端に位置している。西は庄内砂丘を隔て日本海に
臨み、北は秀峰鳥海山を境に秋田県にかほ市に隣接し、南東部
は酒田市に接している。

○ 町の中央部に庄内平野が広がり、鳥海山と日本海に囲まれた自
然豊かな町である。また、町のほぼ中央を鳥海山を源とする月光
川が流れ、幾多の清流や湧き水により育まれた米が特産品である。

○ 対馬海流の影響を受けるため、山形県内陸と比較すると、比較的
温暖で冬期の積雪は少ないものの、しばしば地吹雪に見舞われる。
また、秋から冬にかけて雷が多く発生する。

○ 鳥海山・飛島ジオパークを周辺3市と広域連携で推進し、教育や
観光等でその魅力を広めている。

山形県遊佐町
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企画課 定住促進係
℡：0234-28-8257
HP:http://www.town.yuza.yamagata.jp/
ou/kikaku/teiju/

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：278㎢

【鉄道】
東京駅－（上越新幹線・約2
時間）－新潟駅－（JR羽越
本線特急・約2時間20分）
－遊佐駅

地図・アクセス

○ 人口は、昭和25年度をピークに減少傾向に転
じ、平成16年度以降、年間減少数は毎年
200～300人で推移している。

○ 自然動態は、出生数と死亡数の差が年々広
がっており、人口減少を加速させている。
社会動態も、転出者数が転入者数を上回って
いるが、その差は自然動態よりも小さい。

○ 平成24年から29年10月までの転入転出アン
ケート調査によると、転出の主な理由は、①就
職・転職、②結婚、③自分の進学の順となって
いる。
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平成30年度歳出（決算額） 6,142百万円

○ 福島県の西北部に位置し、北及び西は新潟県に接し、町中央を
流れる阿賀川に平行して磐越自動車道、国道49号、JR磐越西
線が走っており、「会津の西の玄関口」と言われている。

○ 高名な大山祇神社、会津ころり三観音のひとつ鳥追観音如法寺
等、会津の霊地、信仰の里として古い歴史のある町である。

○ 将来を担う子ども達がのびのびと成長し、新たな価値をみんなで創
造する町を目指し「人材育成」「移住定住の促進」「健康長寿」を
人口減少対策の三本柱として推進している。

福島県西会津町
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連絡先：商工観光課
℡：0241-45-2213
HP:http://www.town.nishiaizu.fuk
ushima.jp

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：298㎢

【鉄道】
東京駅－(東北新幹線：約1
時間半）郡山駅(JR磐越西
線：約1時間）－会津若松
駅－(JR磐越西線：約45
分）－野沢駅

地図・アクセス
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○ 人口は、昭和25年の19,611人をピークに減少
しており、生産年齢人口（15～65歳未満）
は、平成17年に全体の5割を下回っている。

○ 平成22年には老齢人口（65歳以上）が全
体の4割を超えている一方、年少人口（14歳
以下）は、1割を切っている。

○ 社会動態及び自然動態ともに、平成7年以降、
一貫して減少しており、平成16年以降は、両
者合わせて150人以上が毎年減少している。



平成30年度歳出（決算額） 1,858百万円

○ 会津地区のほぼ中央に位置し、209.46㎢と広大な面積を有する
農山村である。

○ 日本海型の気候で冬期間は降雪量が多く特別豪雪地帯に指定
されている。

○ 気象条件に適した宿根カスミソウ栽培の一大産地に成長。越後
上布や小千谷縮布にも使われる古くから受け継がれてきた本州
唯一の「からむし」産地という地域資源をいかし、平成6年度から
『からむし織体験生「織姫・彦星」事業』を展開している。

福島県昭和村
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連絡先：産業建設課 観光交流係
℡：0241-57-2124
HP:http://www.vill.showa.fukushi
ma.jp/iju/seikatsukiban.html

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

面積：209.46㎢

【鉄道】
東京駅－(東北新幹線：約1
間半）郡山駅(JR磐越西
線：約1時間）－会津若松
駅－(会津只見線：約2時
間）－会津川口駅－（会津
バス：約40分）－昭和村

地図・アクセス

1,379
1,342

1,321
1,290

1,271

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

H27.1 H28.1 H29.1 H30.1 H31.1

人口の推移
単位：人

△ 19

△ 1

8

△ 6

13

△ 30
△ 20
△ 10

0
10
20

H26 H27 H28 H29 H30

社会動態 単位：人

△ 41 △ 36
△ 29 △ 25

△ 32

△ 60

△ 40

△ 20

0
H26 H27 H28 H29 H30

自然動態 単位：人

○ 人口は、ピークの4,810人（昭和30年）か
ら1,290人 (平成30年)と73.2％減少し、
人口減少が急速に進んでいる。

○ 自然減が続いているが、からむし織体験生事
業やカスミソウ栽培新規農業参入推進事業
などにより村外からの転入者が一定数あり、社
会減は少なくなっている。



平成30年度歳出（決算額） 13,123百万円

○ 平成17年に3町村が合併。福島県会津地域のほぼ中央に位置
し、北部に広がる平野部と南部を覆う山間地からなり、肥沃な土
壌の平野部は主として水田として利用されている。

○ 産業の主体は農業で、耕作を中心に野菜、果樹なども取り入れた
複合経営が行われている。窯業は、東北最古の歴史をもつ会津
本郷焼として、電磁気関係の碍子や一般食器を製造し、産業の
一軸を担っている。

○ 「会津」発祥の起源に由来する伊佐須美神社や日本遺産に認定
された「会津三十三観音めぐり」など由緒ある神社仏閣も多く所在
している。

○ 気候は、内陸型特有の複雑な気候を示し、冬期は日本海式の
気候のため好天が少なく積雪量も多い。

福島県会津美里町
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連絡先：政策財政課 人口減少対策係
℡：0242-55-1171
HP:http://www.town.aizumisato.fu
kushima.jp

市町村profile

財政（普通会計）

市町村の概要

人口関係（日本人住民）

○ 人口は、26,172人(平成12年）から、
22,737人(平成22年)と13.1％減少し、人
口減少が急速に進んでいたが、直近5年間で
は、6.5 ％減少にとどまっている。

○ 「10歳～14歳から15歳～19歳になるとき」及
び「15歳～19歳から20歳～24歳になるとき」
に大幅な転出超過となっており、大学進学、大
学卒業後の就職に伴う転出による影響が大き
い。
なお、直近5年間では、転出超過状態が年々
減少してきている。
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面積：276㎢

【鉄道】
東京駅－(東北新幹線：約1
時間半）郡山駅(JR磐越西
線：約1時間）－会津若松
駅－(JR只見線：約20分）
－会津高田駅

地図・アクセス
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ⅰ 空き家バンク（R2.6.10現在）

48

事例１－①（岩手県花巻市）

エリア、目的等様々な条
件で検索できる絞り込み
機能



49

移住支援相談員が、内装まで
現地調査し、物件情報を登録



ⅰ 暮らしのセミナー

50

事例１－②（秋田県秋田市）

定員

対象者

会場

セミナー内容



ⅱ 移住相談センター（秋田市東京事務所内）（東京都
千代田区）チラシ

51

就職と暮らし、両方のサポート



ⅲ 秋田市移住相談八重洲センター（東京都中央区）チ
ラシ

52

丁寧な就職サ
ポートメニュー



53

移住相談センターを利用する
際は、この登録が必要となる



ⅰ 移住定住促進サイト（R2.6.11現在）

54

事例１－③（山形県鶴岡市）

「暮らす。住まう。
はたらく。育てる。
ライフイベント別。
Ｑ＆Ａ」クリックし
て、各情報へ

移住者
インタビュー

イベント
情報

移住者
交流会等
レポート

市PR
ビデオ
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移住ガイド
ブック

移住
QandA

就職、起業、
就農等の
各種情報



56

クリックし、
仕事情報へ



ⅱ 移住定住フェイスブック（R2.4.7現在）

57

各種
情報



58

ⅲ つるおかＵＩターンガイド

ＵＩターン各種支援移住者の声

鶴岡市窓口

東京都内の
相談窓口

各
種
イ
ベ
ン
ト
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ⅳ 移住ガイドブック

移住タイミング別
チェックリスト



60

地域別情報

移住者インタビュー



ⅰ 定住促進サイト（R2.6.26現在）

61

事例１－④（福島県会津美里町）

住まいるバンク
サイトへ

PR動画

移住・定住促進ブログへ



ⅱ 移住・定住促進ブログ(R2.6.26現在）

62

移住・定住・
結婚・子育て
別の各種情報



ⅲ 移住定住ガイドブック

63

地域紹介



64

支援目的別に支援策

移住者インタビュー



65

ⅳ 会津de田舎暮らし移住相談会

会津地域の
17市町村が
参加し、移住
相談会・交流
会を東京で開
催



ⅰ 住まいるバンクサイト（登録物件の検索）(R2.6.10
現在）

66

事例１－⑤（福島県会津美里町）

地域・建物・価格・
面積別等に検索

住まいるバンク制度、各種
補助制度、物件情報、新
着情報等掲載



67

ⅱ 登録物件の掲載内容

物件の
概要



68

ⅱ 登録物件の掲載内容

周辺公共施設
との距離

物件間取り図



ⅰ NPO法人高田暮舎 案内

69

事例１－⑥（岩手県陸前高田市）



70



71

行政のみの運営で
は難しい面に対し、
民間の力を活用！



72



73

移住者には、それぞれ段階があ
ると考えており、段階に合わせた、
そして段階を上げていくような取
組が必要



74

ⅱ 高田暮舎について（移住定住ポータルサイト「高田暮ら
し」より）

移住定住総合
支援事業として、
委託されている
業務内容



75



ⅰ くーらすパンフレット

76

事例１－⑦（宮城県大崎市）

移住支援センターの主な業務



ⅱ 移住パンフレット

77

首都圏在住者向け

仙台在住者向け

東京圏からの移住者が
利用できるパッケージを案内

東京及び仙台からの
アクセスの良さを紹介

空き家バンク、
住まいの耐震補助制度の案内

勤務地が仙台でもアクセス良
好で住みやすいことを紹介



ⅰ 七ヶ宿くらし研究所についての説明

78

事例１－⑧（宮城県七ヶ宿町）



ⅱ 七ヶ宿くらし研究所ホームページによる情報発信

79

各種情報の発信

七ヶ宿町の紹介や
支援制度等へのリンク



ⅲ 住居の支援、職業紹介等

80

無料職業紹介所

お試し住宅や空き家バンク等で
住みたい人をサポート



ⅳ 自然体験・交流イベントチラシ

81

町民と一緒に地元の祭りに参加可能！ 七ヶ宿の積雪を体験、除雪講座もあり



ⅰ 移住（UIターン）・定住応援サイト（R2.５.14現在）

82

事例１－⑨（秋田県由利本荘市）

ひとこと日記
移住エントリー
支援制度
知りたい（行政情報等）
求人・求職
リンク

採用面接時交通費助成
移住支援金
定住促進奨励金



83

くらし・手続
子育て・教育
健康・福祉
産業・ビジネス

求人情報
求職登録者一覧
移住エントリーシート
求人票（企業登録
用）
求職票



ⅱ 移住相談会

84



ⅰ 漁師縁組募集チラシ

85

事例２－①（青森県佐井村）

漁師縁組
の概要



ⅱ 漁師縁組 募集要項

86

漁師縁組の研修概要

審査方法



ⅰ からむし織体験生事業

87

事例2－②（福島県昭和村）

体験
概要



88

募集



89



ⅰ かすみの学校インターンシップ事業

90

事例2－③（福島県昭和村）



ⅱ 昭和村新規就農者受入事業

91

要件

就農の
流れ



92

研修
内容



ⅰ お試し移住体験ツアーチラシ

93

事例２－④（秋田県鹿角市）

移住コンシェルジュ（地域おこ
し協力隊）による企画・案内



ⅱ いつでもお試し移住ツアー 受入れ申請書

94

この様式に必要事項
を記入 し 、 郵送 、
FAX及びメールのい
ずれかで申し込む。



ⅰ UIJターン人材バンクチラシ

95

事例２－⑤（山形県酒田市）



96

求人
企業

求職
者へ
情報
提供

就職
支援



ⅰ 鶴岡地元就活応援セミナー

97

事例2－⑥（山形県鶴岡市）

セミ
ナー

個別
相談
会等

開催
場所



ⅰ 国際芸術村

98

事例2－⑦（福島県西会津町）

空き校舎を活用

アーティストインレジデンス



99

取組内容



100



ⅱ おためし移住住宅（Otame）

101

応募資格
滞在期間
費用
応募方法
応募後の
流れ



ⅰ 大崎市住宅新築移住支援事業補助金交付要綱
（一部抜粋）

102

事例３－①（宮城県大崎市）

40歳
以下の
若者家
族世帯
対象

事業の
趣旨

基礎額



ⅰ 子育て世帯移住促進事業チラシ

103

事例３－②（秋田県秋田市）



104

申請条件

補助金
内容



ⅱ 補助金申請手続きの概略

105



ⅰ 地域担い手づくり支援住宅整備事業

106

事例３－③（宮城県七ヶ宿町）

入居までの流れ

地域担い手づくり支援
住宅整備事業の概要



ⅰ 住宅リフォーム支援事業

107

事例３－④（山形県鶴岡市）

移
住
者

補助
対象
工事

交付
対象
者



108

移住
世帯
補助
内容

対象
移住
世帯



ⅰ リフォーム空き家紹介ページ（「遊佐町の定住促進の取
り組み（遊佐町企画課定住促進係）」より抜粋）

109

事例３－⑤（山形県遊佐町）



ⅱ 遊佐町 定住促進空き家活用住宅等の設置及び管理
運営要綱（一部抜粋）

110

リフォーム
空き家に
居住可能
な移住者
の条件



111

整備された
リフォーム
空き家一覧



ⅱ 集落支援員だより

112

移住者が地域になじめるよう
あいさつ回りへ同行

移住体験ツアーに参加 東京でのイベントで
移住相談を実施

移住後も絶えない交流

（出典：遊佐町.集落支援員だより.広報ゆざ
http://www.yuza-iju.com/info2/help/shurakushien/）

事例４－①（山形県遊佐町）



ⅰ 花巻市大迫町「ぶどうつくり隊」実施要項

113

事例5－①（岩手県花巻市）



114



115

ⅱ ぶどうつくり隊 申込書

申込書に必要事項を記入し、
受付機関に送ることで、ボラ
ンティア登録完了



116

申込書を取得する方法は２つ。
１ 花巻市に問合せ

問合せ後、申込書等が送られてくるため、記入して大迫総合支所宛に送り、登
録完了

２ 花巻大迫地域情報発信サイト ～OohasaMap～（http://kanta-
house.com）

サイト内の「メールフォームでのお問合せ」から問合せる。集落支援員が確認後、
申込書等が送られてくるため、記入して返送し、登録完了
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ⅲ ぶどうつくり隊 チラシ



118

ボランティアが
実際に行う作
業内容等



ⅰ 鹿角家 募集チラシ

119

事例５－②（秋田県鹿角市）



120

申込方法は２つ
・ 専用サイトの応募
フォームから

・ 登録申請書の送付



ⅱ 「みんなの鹿角家」づくり事業詳細（総務省 『関係人
口』ポータルサイト）

121



122

取組内容



123



ⅲ 平成30年度「「関係人口」創出事業」モデル事業調査
報告書（平成31年3月 総務省地域創造グループ地
域自立応援課）

124

「かかわり
しろ」の例

「鹿角家」の家族証
登録するともらえる

「
鹿
角
家
」
の
家
紋



125



126

ⅳ SNSによる鹿角家の情報発信の例

観光所管課Facebookによる家族の募集

NPO法人かづのclassy Facebook
による家族の募集

鹿角家移住コンシェルジュ（地域おこし協
力隊）Facebookによる家族の募集

NPO法人かづのclassy Facebook
による家族会議の参加案内

イベントページを作成することで、家族会
議への申込受付の簡略化に寄与




